




Study on the Seafood Export in Showa 20’s













































品　　目 平均 昭和 26 年 27 年 28 年 29 年
スルメ 15,347 15,166 18,176 13,666 14,380
昆布 8,959 7,378 10,654 7,952 9,854
鰮塩乾 5,703 5,871 4,827 5,706 6,411
鰮煮乾 21,738 24,024 18,869 22,919 21,143
塩鮭鱒 4,555 3,856 4,006 5,481 4,878





品　　目 昭和 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年 昭和 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年
スルメ 5,507 6,393 4,232 3,542 2,923 65.4 53.4 38.5 41.6 40.7
乾鮑・干奸柱・鱶鰭 1,258 1,957 1,539 1,154 1,092 14.9 16.3 14.0 13.6 15.2
乾えび 164 398 337 462 297 1.9 3.2 3.1 5.4 4.1
いりこ 660 578 1,490 690 602 7.8 4.8 13.6 8.1 8.4
塩魚類 189 545 1,558 1,476 924 2.2 4.5 14.2 17.4 12.9
こんぶ 228 675 1,126 458 556 2.7 5.6 10.2 5.4 7.7
その他 410 1,439 711 719 794 4.9 12.0 6.5 8.5 11.0





























































　昭和 20 年代におけるスルメの輸出は、前半期の 22 年から 24 年と後半期の 25 年から 30 年で区
分される。
　22 年から 24 年の輸出は、22 年に輸出再開を果たしたものの全般に低調に推移しており、輸出量
























しかも、「昭和 25 年は統制の解除と食糧事情の好転に伴うするめ需要の激減によって 150 万貫から
160 万貫にのぼる滞貨の発生と相場の暴落によって苦境に直面していた時期でもあり、その苦境打
開の契機となったのが香港向けの輸出拡大であった」（10）。
　スルメの輸出量は、25 年に 4845 トンと対前年比で６倍に、さらに 26 年に１万 4359 トン、27 年
に３万 0611 トンと急増している。しかし、27 年をピークに減少に転じ、28 年に１万 4635 トンと
前年比で半減近くに減じ、29 年に１万 3768 トン、30 年に１万 0304 トンと減少をたどっている。
そうした輸出の増加に伴って輸出比率（北海道産）は昭和 25 年から 30 年で平均 29％に及んでいた。
特に輸出のピークとなった 27 年では 38％に上っていた。
　昭和 27 年は異常な伸長を示しているが、それは　①北海道のイカ水揚量が昭和 26 年に 8279 万













基調にあった商材の需給関係を更に逼迫させていたからである。因みにスルメの特需は 27 年に 2









































香 港 7,897 8,334 13,443 4,313 3,207 3,452 73.1 45.3 50.8 29.5 23.3 33.5
台 湾 722 3,344 5,498 3,565 5,051 1,466 6.7 18.2 20.8 24.4 36.7 14.2
マ ラ イ 646 605 661 1,002 713 978 6.0 3.3 2.5 6.8 5.2 9.4
シンガポール 1,337 3,010 5,902 4,433 2,550 1,955 12.4 16.4 22.3 30.3 18.5 19.0
そ の 他 204 3,090 948 1,322 2,247 2,254 1.8 16.8 3.6 9.0 16.3 21.9



























香 港 791 768 1,175 415 257 285 70.1 40.0 50.9 29.2 20.3 27.1
台 湾 87 358 466 346 485 173 7.7 18.7 20.2 24.3 38.3 16.4
マ ラ イ 72 68 61 97 73 103 6.4 3.5 2.6 6.9 5.8 9.9
シンガポール 149 339 510 435 248 212 13.2 17.7 22.1 30.6 19.6 20.2
そ の 他 30 386 98 128 202 257 2.6 20.1 4.2 9.0 16.0 24.4











昭和 25 年 10,806 47,453 23 
26 年 18,381 56,876 32 
27 年 26,462 68,164 39 
28 年 14,635 51,251 29 
29 年 13,768 53,925 26 





の多かった 26 年から 29 年の平均で 88% に上っていた。
　仕向地別の輸出比率でみると、当初に輸出先の中心であった香港向けの比率が漸次低下する傾向
にあったのに対し、台湾・シンガポール・マライの３地域向けの比率が上伸する傾向にあった。つ
まり、香港向けの輸出比率は、26 年の 45.3％・27 年の 50.8％と 27 年まで優位にあったが、28 年の
29.8％、29 年の 23.3％と漸次低下傾向にあったからである。他方、香港以外の３地域の輸出比率（合







































いる。スルメ輸出総量における台湾の輸出比率は、26 年の 18.7％、27 年の 20.8％、28 年の 24.4％、







が非常に少ないところである。しかし、その輸出比率は 27 年以降上伸しつつあり、27 年の 3.7％か











おける積出比率を 26 年から 29 年について見ると、26 年では神戸港の 59.7％に対し函館港の 16.2％
と神戸港が函館港を大きく上回っていたが、27 年・28 年では神戸港の 40.4％と 45.0％に対し、函
館港の 49.4％と 47.1％と函館港が神戸港を上回っていた。29 年では神戸港の 53.7％に対し函館港の
36.4％と神戸港が函館港を再び凌駕していた。

















るサプライヤー（供給者）であるに過ぎなかったからであり、それは昭和 28 年 10 月から 29 年３月
までの６か月間における函館港積みの輸出実績を函館・神戸・関東の業者別の取扱量でみると、神






昭和 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年
香港 73.1 45.3 50.8 29.5 23.3 33.5
シンガポール 12.3 16.4 22.3 30.3 18.5 19.0
マライ 5.9 3.8 2.5 6.8 5.2 9.5
台湾 6.6 18.7 20.8 24.4 36.7 14.2
（小　計） 97.9 83.1 96.3 89.6 84.0 76.2
その他 2.1 16.9 3.7 10.4 16.0 23.8







昭和 27 年 28 年 29 年 30 年 昭和 27 年 28 年 29 年 30 年
台湾 45,171 7095 690 328 25.1 14.2 2.6 0.8
タイ 45,078 13,725 87 734 25.0 27.5 0.3 1.7
マラヤ 38,353 14,761 11,909 25,530 21.3 29.5 44.8 59.1
インドネシア 36,934 4,736 579 322 20.5 9.5 2.2 0.7
インドシナ 8,991 3,741 8,074 11,892 5.0 7.5 30.4 27.5
フイリッピン 1,433 1,557 223 1,778 0.8 3.1 0.8 4.1
マカオ 2,018 2,271 1,327 89 1.1 4.5 5.0 0.2
ビルマ 903 1,085 1,820 648 0.5 2.2 6.8 1.5
北ボルネオ 351 106 193 257 0.2 0.2 0.7 0.6
カナダ 138 178 242 249 0.1 0.4 0.9 0.6
アメリカ 153 ― 627 696 0.1 ― 2.4 1.6
その他 542 731 799 704 0.3 1.5 3.0 1.6
合　計 180,065 49,986 26,570 43,227 100.0 100.0 100.0 100.0
２．金額
実数（ＨＫ＄） 比率（％）
昭和 27 年 28 年 29 年 30 年 昭和 27 年 28 年 29 年 30 年
台湾 3,507,012 565,125 58,284 31,200 16.2 8.7 1.3 0.5
タイ 6,562,848 1,248,145 12,155 243,506 30.4 19.2 0.3 4.2
マラヤ 6,857,201 3,242,413 2,397,053 3,286,805 31.8 49.8 53.0 57.1
インドネシア 3,064,342 355,103 54,215 35,484 14.2 5.4 1.2 0.6
インドシナ 826,209 296,940 692,744 1,103,348 3.8 4.6 15.3 19.2
フイリッピン 114,570 164,015 34,150 175,940 0.5 2.5 0.8 3.1
マカオ 172,353 157,112 115,856 8,245 0.8 2.4 2.6 0.1
ビルマ 87,064 138,026 212,879 79,049 0.4 2.1 4.7 1.4
北ボルネオ 32,243 27,642 33,075 42,004 0.1 0.4 0.7 0.7
カナダ 74,461 104,817 108,981 97,935 0.3 1.6 2.4 1.7
アメリカ 120,957 ― 518,849 418,744 0.6 ― 11.5 7.3
その他 173,592 216,444 283,932 236,922 0.8 3.3 6.3 4.1
合　計 21,592,852 6,515,782 4,522,173 5,759,182 100.0 100.0 100.0 100.0
注　（１）１ポンドは、0.4536㎏
　　（２）ＨＫ＄は、香港ドル
資料：北海道商工部商務課　『香港市場における日本海産物の現状と取扱業者の苦悩』（昭和 34 年 12 月）より作成
表７　輸出向けスルメの積出港別取扱比率（輸出額）
港別 昭和 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年
神戸 52.0 59.7 40.4 45.0 53.7
函館 14.9 16.2 49.4 47.1 36.4
小計 66.9 75.9 89.8 92.1 90.1
横浜 12.3 9.2 3.6 4.3 4.8
小樽 17.7 13.8 4.0 0.4 0.3
その他 3.1 1.1 2.6 3.2 4.8













































（14）昭和 20 年代における東南アジア地域の華僑人口は 1000 万～ 1500 万人と推定されている。
（15）海産日報社刊『鯣取引の栞』P ５
（16）輸出入リンク制度は製品の輸出とリンクさせることによって、その原料輸入を可能にさせる貿易制度であるが、
バナナ・リンク制は台湾で実施されたバナナの輸出とスルメなど海産物の輸入をリンクさせた貿易制度である。
（17）北海道水産部編『いか漁業の経済構造』p223
（18）『函館市史』通説編第４巻 p396（拙稿）
（19）『函館市史』通説編第４巻 p396 （拙稿）
